
姉川・高時川の河川環境の保全・再生に
向けて

問題点；頻繁に生じる姉川・高時川の瀬切れ

アユ、ビワマス等の魚類の遡上降下が不可能
→河川の生態系の危機、琵琶湖生態系への影響

河川の利用（川に親しむ）の喪失
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姉川・高時川の河川環境の保全・再生に
向けて

対応の考え方

①高時川からの取水の削減による河川流量の確保

②新たな貯留施設による安定した河川流量の確保
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②新たな貯留施設による安定した河川流量の
確保

姉川・高時川に安定した流量を確保し、姉
川・高時川の瀬切れを解消するためには、現
地調査の結果から井明神橋（高時川頭首工
直下流）地点で約２．５～３m3/s必要です。そ
のためには高時川上流に約２，０００万m3の
貯留施設が必要です。（容量は利水容量の
多寡により変動します。 さらに、容量検討に
あたっては農業用水の利用者との調整が必
要です。）
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第２章 まとめ

姉川・高時川の河川環境の保全・再生

姉川・高時川の河川環境は、琵琶湖の生態系、河川の生
態系や漁業等利用の観点から保全・再生を図る必要があり
ます。

瀬切れ解消のために、高時川頭首工下流で約３ｍ３/ｓを確
保する必要があります。

そのために高時川上流に貯留施設を確保する場合には、
約２，０００万m３の容量が必要です。 （容量は利水容量の
多寡により変動します。農業用水等の削減により河川環境
保全のための流量を確保することは極めて困難です。しか
しながら、高時川頭首工下流の河川環境改善は急務であ
ることから、引き続き関係者と調整を図ります。）
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第４編

第３章 姉川・高時川の治水
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